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2. 床の保護範囲
前方 M 後方 N 側方 O 側方 O' 幅 P 奥行き Q

912 以上 348 以上 375 以上 825 以上 1200 以上 1260 以上

3. 本体離隔距離
　　3-1 メーカー離隔距離

建築基準法施行令の内装制限により、壁、天井を木材等の可燃下地材に準不燃材の仕上げを施した場合、および平屋、最上階な
ど内装制限の規制を受けず、壁の仕上げが木材等の可燃材である場合は下表に示された数値以上の離隔距離を設ける。仕上げと
下地が不燃材料の場合は除外される。

壁仕上
煙突垂直接続

C D D' F F'
遮熱板なし 748 575 1025 947 629
遮熱板あり 348 375 825 747 429

　　3-2 告示 225 号離隔距離（可燃物燃焼部分）
内装制限緩和の告示 225 号に従い、壁、天井を難燃材等（木材含む）の仕上げを施した場合は、下表に示された数値以上の離隔
距離を設ける。仕上げと下地が特定不燃材料の場合は除外される。

壁仕上 C D D' F F'
遮熱板なし 1505 1354 1804 1946 1628
遮熱板あり 601 608 1058 1042 724

前方：ハンドレールより 2048、遮熱板設置時 683。
上方：ストーブトップより 1418、遮熱板設置時 709。
　

4. 煙突離隔距離
壁仕上 室内煙突 煙突ヒートシールド付き 断熱二重煙突

遮熱板なし 460 150 150
遮熱板あり 150 150 150
天井 460 ー 150

◯ 断熱二重煙突の離隔距離は内側煙突からの寸法。
◯ 最低煙突高さはフルーカラーより 5m。

本体離隔距離

◯ 不燃材とする。
◯ 目地にはモルタルをつめる。

◯ 遮熱板とは 25mm 以上の空気層のある不燃材。

3-2-1 遮熱板寸法（最小離隔時）

壁に平行設置 コーナー 45°設置
幅（中心） 高さ（設置面より） 幅 高さ（設置面より）

3035 1835 2215 1840

3-1-1 遮熱板寸法（最小離隔時）

壁に平行設置 コーナー 45°設置
幅（中心） 高さ（設置面より） 幅 高さ（設置面より）

1200 1200 1200 1200

前方：ハンドレールより 1200。
上方：ストーブトップより 1200。
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本体離隔距離

2. 床の保護範囲
前方 M 後方 N 側方 O 側方 O' 幅 P 奥行き Q

916 以上 344 以上 370 以上 630 以上 1000 以上 1260 以上

3. 本体離隔距離
　　3-1 メーカー離隔距離

建築基準法施行令の内装制限により、壁、天井を木材等の可燃下地材に準不燃材の仕上げを施した場合、および平屋、最上階な
ど内装制限の規制を受けず、壁の仕上げが木材等の可燃材である場合は下表に示された数値以上の離隔距離を設ける。仕上げと
下地が不燃材料の場合は除外される。

壁仕上
煙突垂直接続

C D D' F F'
遮熱板なし 744 570 830 806 622
遮熱板あり 344 370 630 606 422

　　3-2 告示 225 号離隔距離（可燃物燃焼部分）
内装制限緩和の告示 225 号に従い、壁、天井を難燃材等（木材含む）の仕上げを施した場合は、下表に示された数値以上の離隔
距離を設ける。仕上げと下地が特定不燃材料の場合は除外される。

壁仕上 C D D' F F'
遮熱板なし 1319 1355 1615 1624 1440
遮熱板あり 536 605 865 840 657

前方：ハンドレールより 1774、遮熱板設置時 592。
上方：ストーブトップより 1249、遮熱板設置時 625。
　

4. 煙突離隔距離
壁仕上 室内煙突 煙突ヒートシールド付き 断熱二重煙突

遮熱板なし 460 150 150
遮熱板あり 150 150 150
天井 460 ー 150

◯ 断熱二重煙突の離隔距離は内側煙突からの寸法。
◯ 最低煙突高さはフルーカラーより 5m。

◯ 不燃材とする。
◯ 目地にはモルタルをつめる。

◯ 遮熱板とは 25mm 以上の空気層のある不燃材。

3-2-1 遮熱板寸法（最小離隔時）

壁に平行設置 コーナー 45°設置
幅（中心） 高さ（設置面より） 幅 高さ（設置面より）

2795 1725 2095 1730

3-1-1 遮熱板寸法（最小離隔時）

壁に平行設置 コーナー 45°設置
幅（中心） 高さ（設置面より） 幅 高さ（設置面より）

1200 1200 1200 1200

前方：ハンドレールより 1200。
上方：ストーブトップより 1200。
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